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魚類学雑誌
Japanese Journal of 

Ichthyology 
cThe Ichthyological Society of Japan 2021 

Hiroshi Muto*, Yusuke Hibino, Koichi Hoshino and Hayate Hashimoto. 2021. Confirmed 
record of the moray eel, Gymnothorax reevesii (Anguilliformes: Muraenidae), collected 
from Shimane Prefecture and the East China Sea, Japan. Japan. J. Ichthyol., 68(2): 157-
162. DOI: 10.11369/jji.21-011. 

Abstract Two specimens [FRLM 60553, 737.0 mm of total length (TL); SNFR 21750, 
619.1 mm TL] of the moray eel Gymnothorax reevesii (Richardson, 1845) (new standard 
Japanese name "Mame-utsubo") are reported from Shimane Prefecture (southwestern 
coast of Sea of Japan) and the East China Sea, respectively. Although the species has been 
reported as distributed in the South China Sea to Japan, in addition to Samoa and the 
Marquesas Islands, verification of the locality and identity of the two records from Japanese 
waters known to date are problematic. Accordingly, the specimens reported here are the 
first reliable, voucher supported records of G. reevesii from Japan, that from Shimane 
Prefecture being the northernmost record for the species. 

*Corresponding author: Mie university, 1577 Kurima Machiya-cho, Tsu, Mie 514-8507, 
Japan (e-mail: h.m.blue.sea0408@gmail.com) 

ウツボ科ウツボ属 GymnothoraxBloch, 1795は

背鰭始部が鰈孔より前方に位置すること，

鋭い犬歯を持つこと，前鼻孔が鼻管を形成するこ

となどの特徴によって同科他属と区別される (Chen

et al., 1994 ; Smith and Bohlke, 1997). 本属の一種

であるマメウツボ Gymnothoraxreevesii (Richardson, 

1845)は国外では台湾，西沙諸島を含む南シナ海

およびサモア島マルキーズ群島周辺に生息し

(Wass, 1984 ; 波戸岡， 2013; Delrieu-Trottin et al., 

2015), 日本国内からは 2例の報告がある (Gunther,

1870 ; 内田， 1928). しかしこれら 2つの記録か

らでは本種が実際に日本国内に生息しているかは

不明であった今回， 2020年7月22日に島根県

浜田港の定置網にて 1個体と， 2017年5月に東

シナ海にて 1個体のウツボ科魚類が採集され，そ

れぞれ本種に同定された．これら 2標本は本種の

日本における確実な記録となるためここに報告す

る．

標本の計数・計測は Bohlke(1989) にしたがっ

た．脊椎骨の計数には軟エックス線写真を用いた．

全長 (totallength : TL) と尾部長は曲尺または直

尺で計測をおこない，その他の計測はデジタルノ

ギスを用いて 0.1mmまでおこなった.Natural 

History Museum (BMNH : ロンドン）の標本につ

いては 1mm単位までおこなったなお，今回使

用した標本は BMNH, 三重大学生物資源学部

(FRLM: 津市）および国立研究開発法人水産研究・

教育機構水産技術研究所標本管理室 (SNFR:長

崎市）に所蔵されている．
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Gymnothorax reevesii (Richardson, 1845) 

マメウツボ

(Figs. 1、2;Table 1) 

標本 2個体： FRLM 60553 (三重大学魚類増殖

学研究室 GZMU4114から移管）， 737.0111111 TL, 島

根県浜田港 (Fig.lA), 定置網（浜田大敷網），水深

30-52 111, 2020年 7月22日； SNFR 21750, 619.1 111111 

TL, 東シナ海(Fig.IB), 27'8.88'N, 124゜8.76 'E—27゜9 .18'N,

124゚7.11'E, 水深 107-108Ill, 測点 5,2017年 5月20

日 (11:21-11:51),熊本丸，底曳網．

記載 計数および計測形質を TableIに示す．

体は伸長し，やや側扁する．胸鰭，腹鰭はない．

背鰭，臀鰭，尾鰭は連続する．体商は頭部から尾

部に向かうにつれて低くなる．体および鰭は肥厚

した皮府に覆われる．鱗はない背鰭始部は鯉孔

と眼のほぼ中間に位置する．肛門は体のほぼ中央

に位置する．頭部はやや小さい吻は短く ，やや

丸みを帯びる．眼は円形で，口裂の中央よりやや

前方に位置する．鰊孔は円＜ 小さく，体の背縁と

腹縁のほぼ中央に位置する前鼻孔は吻端に近く，

鼻管を形成する．後鼻孔は眼の前縁の上方にある．

oZWU4JIヽ
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Fig. 1. Fresh specimens of Gymnothorax reevesii. A, FRLM 60553, 737.0 mm TL, Shimane Prefecture, Hamada, 

Japan; 8, SNFR 21750, 619.1 mm TL, East China Sea, Japan. 
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Table 1. Measurements and counts of Gymnothorax reevesii 

Total length (mm) 

As % of total length 

Head length 

Trunk length 

Tail length 

Predorsal length 

Preanal length 

Body depth at gill opening 

Body depth at mid anus 

As % of head length 

Snout length 

Eye diameter 

Upper jaw length 

Lower jaw length 

Gill opening length 

Predorsal vertebrae 

Preanal vertebrae 

Total vertebrae 

Fig. 2. Illustration of teeth on maxilla (left) and mandible 

(right) in Gymnothorax reevesii, FRLM 60553, 737.0 mm  

TL, Shimane Prefecture, Japan. Black bar indicates 10 mm. 

口は大きく，口裂は頭長の 40%を超える．上顎

は下顎よりやや長く，湾曲せず，口は完全に閉じ

られる．歯はやや後方を向き，すべて鋭い犬歯で

ある. FRLM 60553では前上顎板中央部に大きな

歯が 2本，その左側に 5本，右側に 4本の歯が並

び，その後方に左 11本，右 13本の歯が 1列に並

ぶ (Fig.2). 下顎は左 19本，右 19本の歯が 1列

に並び，その内側に左 1本，右 2本の歯が並ぶ．

SNFR 21750では前上顎板中央部に大きな歯が 3

本あり，左側に 5本，右側に 6本の歯がやや間隔

をあけて並ぶその後方に，左 13本，右 9本の

上顎歯が並ぶ．下顎は左 16本，右 20本の歯が 1

FRLM60553 

737.0 

14.6 

34.6 

49.4 

10.0 

49.4 

11.7 

11.1 

16.4 

8.9 

43.0 

41.5 

13.6 

4 

52 

125 

SNFR21750 

619.1 

14.6 

36.0 

49.9 

9.3 

50.1 

7.5 

6.6 

17.3 

9.9 

46.6 

46.6 

12.6 

3 

51 

128 

列に並ぶ前鼻孔と後鼻孔の間に眼上感覚管孔

(so)が2個ある．眼下感覚管孔 (IO)が等間隔

に4個，前鼻孔の前方に感覚管孔 (E)が 1個ある．

下顎感覚管孔 (M)が 5個並ぶ

色彩 冷凍前の個体 (Fig.IA) の体には灰褐色

の地色に 3-5列の円形から楕円形の互いに連続し

ない暗褐色斑をもち，それらの径は眼径よりも明

らかに大きい．地色の部分には不明瞭な不定形の

小点が密在する．腹部はやや黄色みを帯びる．虹

彩は褐色．背鰭の色彩は概ね体と同様で，やや不

規則な 2列の円型の暗褐色斑をもっ．背鰭，臀鰭

および尾鰭の縁辺は黒ずむ．冷解凍後の個体 (Fig.

18)では体は全体に褪色し，淡褐色の地色に褐

色斑をもつ．背鰭，臀鰭および尾鰭は黒く縁どら

れる. 10%ホルマリン固定後， 70%エタノール保

存下では，地色は褪色しわずかに褐色を帯びた灰

色もしくは暗灰色．体側にある暗褐色斑または褐

色斑はわずかに褪色する．

分布 台湾，広東省沿岸，海南島，西沙諸島，

サモア諸島，マルキーズ群島 (Wass,1984 ; Chen et 

al., 1994 ; 波戸岡， 2013; Delrieu-Trottin et al., 2015), 

島根県（本研究），および東シナ海（本研究）．

備考 今回得られた 2標本は，歯はすべて犬歯

状に鋭く尖る，体側に 3―5列の多数の暗褐色の斑

紋がある，腹部は黄色みを帯びることなどの特徴

が原記載 (Richardson,1845) によく一致したさ
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らに，総脊椎骨数が 125および 128である，背鰭

始部は鯉孔と眼のほぼ中間に位置する，吻は短く，

やや丸みを帯びる，口は完全に閉じ られる，虹彩

は褐色である，背鰭に不規則な 2列の円形の暗色

斑がある，背鰭， 臀鰭および尾鰭は黒く縁どられ

ることなどの特徴が Chenet al. (1994) および

Chen and Loh (2007) の G.reevesitの記載によく 一

致したため， 本種に同定されたなお，本研究の

観察標本では全長に対する体高比 (bodydepth at 

gill opening : % of TL) がそれぞれ 11.7と7.5であ

るのに対し， Chenand Loh (2007) の G.reevesiiで

は9.1-10.1であるまた，SNFR21750の吻長，

上顎長および下顎長(%ofHL) が Chenand Loh 

(2007) より 大きな値であったこれらの差異に

ついては， Chenand Loh (2007) では観察標本が

鴻l/'.1/1",11¥'fflll,'l!I↑'mt,1111!11-l胃:illl'T'fflllff,l¥'-'11

Fig. 3. Museum specimens labelled as Gymnothorax 

reevesii reported by Giinther (1870). A, Gymnothorax 

shaoi, BMNH 1862.11.1.49, 605 111111 TL; B, G. reevesii, 

BMNH 1862.11.1.51, 572 111111 TL; C, G. reevesii, BM叫

1862.11.1.52, 611 111111 TL. All photos provided by Ja111es 

Maclaine. 

9個体と比較的少なく本種の変異幅を十分に反映

した値とは言えないこと， 差異が 1%程度とわず

かであることから，同種内の個体差とみなした

本種は体側に多数の暗褐色斑が複数の縦列をなす

ことで， Gymnothoraxshaoi Chen and Loh, 2007, ヘリ

ゴイシウツボ Gymnothoraxfimbriatus (Be1mett, 1832), 

アミメウツボ Gymnothoraxpseudothyrsoideus (Bleeker, 

1852)およびアセウツボ Gymnothoraxpictus (Ahl, 1789) 

に類似する しかし，本種は虹彩が褐色であるこ

と (G.shaoiでは黄色，アセウツボでは虹彩に黒

斑がある），口が湾曲 しないかわずかに湾曲する

程度で完全に閉じられること（ヘ リゴイシウツボ

では口は湾曲し完全には閉じられない），体側の

暗褐色斑が連続しないこと（アミメウツボでは一

部連続する），背鰭， 臀鰭および尾鰭が黒く縁ど

られるこ と（他 4種では黒く縁どられない）によっ

て区 別 される (Chenet al., 1994 ; Chen and Loh, 

2007 ; 日比野，2018).

本種を初めて日本から報告したGunther(1870) 

は成魚 3標本に基づき本種の形態を記載 した．

Jordan and Snyder (1901) に よる記 載は Gunther

(1870) を引用 したものである本種は 日本産魚

類の目録である Jordanet al. (1913)には掲載され

なかったが，田中 (1921) によって Gymnothorax

reevesi [sic]に対 して初めて和名マメウツボ（豆鯛

にルビ）が使用されたここには新称等の文言は

見られないが， これを事実上の和名提唱 とみな し

た岡田 ・松原 (1938) ではマメウツボ G.reevesi 

[sic]として検索表に含められ，それ以降は日本産

として扱われてきた波戸岡 (1984)ではマメウ

ツボの標本写真が掲載されたが，これはトンキン

湾産の標本であり ，こ の標本のスケッチは波戸岡

(1993, 2000, 2013) でも使用さ れた（波戸岡，

私信）．波戸岡 (2013)はGunther(1870)による

目録に記載された成魚 3個体のみが本種の日本か

らの記録である としたが， 実際には内田 (1928)

が奄美大島から本種を報告 しており ，Nakaeet 

Table 2. Three specimens reported and identified with Gymnothorax reeves ii by Gunther (1870) 

Total length (mm) 

Snout length(% ofHL) 

Body depth at gill opening(% of TL) 

Coloration of dorsal-fin margin 

* Abdomen was dissected. 

Gymnothorax shaoi Gymnothorax reeveu 

BMNH 1867.11.1.49 BMNH 1867.11.1.51 BMNH 1867.11.1.52 

605 

19.2 

ca. 6* 

pale 

572 

15.7 

8.3 

dark 

61 I 

13.8 

8.9 

dark 
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al. (2018) もこれに従ったただし奄美大島を含

む琉球列島には上述の本種に類似した斑紋を持つ

ヘリゴイシウツボ，アミメウツボ，アセウツボ等

の種が普通に分布することや当時は同定を行うた

めの資料が不十分であったことから，内田 (1928)

が誤同定した可能性を否定できない． しかし，彼

は記載や図を示していないうえ，奄美大島産のウ

ツボ科の標本は所在不明であることから，彼の同

定を検証することはできない．したがって，内田

(1928) はG.reevesiiの確実な記録とは言えず，

これ以上の議論も行えない. Gunther (1870) は

標本の日本国内の産地を示していないため，

Jordan and Snyder (1901) はこの標本をおそらく

琉球列島産であるとしているものの，その根拠は

示されていないかつ， Gunther(1870) の記載

に用いられた標本は動物商 Mr.Jamrachから購入

したものであるため確実に日本産であるとは言え

ない（波戸岡， 2013; James Maclaine, 私信）．以

上のことから日本沿岸から得られた標本に基づく

確実な記録は，本報告による 2標本のみである．

なお，島根県浜田港から得られた標本 FRLM

60553は本種の北限記録となる．

波戸岡 (2013) はGunther(1870) の3個体の

標本を G.reevesiiに同定して問題はないとして，

本種を日本産と認めた．しかし，筆者らがこれら

3標本の調査を行った結果，このうち 2個体

(BMNH 1862.11.1.51, BM叫 1862.11.1.52) は吻長

が短い (13.8-15.7%ofHL), 体高が高い (8.3-8.9%

ofTL), 背鰭縁辺が暗色であることから G.reevesii 

であり， 1個体 (BMNH1862.11.1.49) は吻長が長

い (19.2%ofHL), 体高が低い（約 6%ofTL), 背

鰭縁辺が淡色であることから G.shaoiであること

が明らかになった (Fig.3 ; Table 2). すなわち，

これまで G.reevesiiの日本からの記録の根拠とさ

れてきた 3標本ならびにこれに基づく Gunther

(1870) の記載は 2種を混同したものであった．

上述のとおり， Gunther(1870) の記載は和名マ

メウツボの基となったものであり，現状のままで

はその標準和名としての使用に問題があると考え

られる．このような理由から，確実に日本産であ

り，本研究で同定し詳細に記載した G.reevesiiの

2標本のうち SNFR21750を基準標本として改め

て本種に対し標準和名マメウツボを提唱する．な

お，本研究では Gunther(1870) が報告した 3標

本の産地が不確実であり，このうち 1個体の G.

shaoiが日本産であるとは判断できないことから

本種に標準和名の提唱を行わない．

比較標本 Gymnothorax reevesii : BMNH 1862.11. 

51, 572 mm TL, BMNH 1862.11.52, 611 mm TL, 

日本産として Mr.Jamrachから購入. Gymnothorax 

shaoi : BMNH 1862.11.1.49, 605 mm TL, 日本産と

して Mr.Jamrachから購入．
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